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Abstract:  We present a case study of modular design for formal assurance case in Agda. The 
formal assurance case to be decomposed in our study claims the quality and reliability of data, 
and it was developed in previous work.  In this study, we present the following: some require-
ments for modularization which is obtained from the analysis of both the code and domain of 
our case; decomposition criteria obtained from the analysis of the requirements. Moreover we 
give a concrete example of module decomposition of the case based on the criteria.
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の宣言 Nat と One が Nat 型の値 S O である事の宣
言の二つからなるモジュール M0 の宣言である。
  module M0 where
    data Nat : Set where
      O : Nat
      S : Nat → Nat
    One : Nat










できる。例えば以下は型 T とその値 t をパラメータ
として受け取り、f が T 型の値を全て t に写す関数
である事の宣言を持つ付きモジュール M1 の宣言で
ある。
  module M1 (T : Set) (t : T) where
    f : T → T
    f x = t
　モジュール M1 の外で M1.f を参照すると、これは
T と t を仮引数とする関数を指す。従って例えば
  M1.f (M0.Nat) (M0.O)
は型 M0.Nat → M0.Nat を持つ関数であり
  M1.f (M0.Nat) (M0.O) (M0.S M0.O)
の値は M0.O である。
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モジュールを開く (open)
前節最後の式では Nat、S、 O は全て M0 での定義を
用いている。そこで、いちいち M0 で修飾するかわ
りに
  open M0
としてモジュール M0 を「開く」と、その後では、
M0 で定義された名前を M0 で修飾することなく












件を題材に、GSN（Goal Structuring Notation) の
記法で記述したアシュランスケース事例を得た 8)。
　さらに、そこで観察された課題を解決するため、





























































































































































































  open import 共通語彙
  module ゴールおよびストラテジー (X : Set) 
  (DX : Peak-type X)
  (signal-data : Signal-Data X DX)
  (sample-data : Sample-Type)
  (candidate 
  :Candidate-of-Assignment-Between
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  open import 共通語彙
  module 議論 where
    open import データ導入
    open import ゴールおよびストラテジー 
  Peak-n   peak-d signal-d sample-d assign
    open import 証拠導入
　ここで、特にゴールとストラテジーモジュールは
具体的なパラメータを指定していることに注意され
たい。パラメータとして指定しているのはデータ導
入モジュールで定義した値たちである。
討論
形式アシュランスケースの既存研究の実例を題材に
モジュール化に取り組んだ。得られた検討内容およ
び基準を報告した。さらに、実際にモジュール化し
た事例を報告した。
　モジュール化の基準で述べたように、データ導入
モジュールおよび証拠導入モジュールが独立してい
